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要旨  

吸入手技エラーの頻度や特徴は，世界中で検討されてきたが，本

邦 で は 吸 入 指 導 に 重 点 が 置 か れ 吸 入 手 技 の 現 状 評 価 は ほ と ん ど

行われていない．そこで喘息患者における吸入デバイス毎の吸入

手技エラーを検討した．吸入手技エラーの頻度は、25.7%～ 71.4%

であり，吸入デバイス毎に異なることが示された（ p = 0.0005）．

一 方 で 吸 入 手 技 エ ラ ー や 肺 に 薬 剤 到 達 が 不 十 分 と な る 可 能 性 が

ある重大エラーは，喘息コントロールと関連しなかった．以上よ

り，各々の吸入デバイスの特徴に合わせた吸入指導を工夫してい

く必要があると考えられた．  
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短縮タイトル：吸入手技の現状   


